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憧れていた年長さんまであと〇日だね！とカレンダーを見てカウントダウン。先日、あり

がとうパーティーを大成功させ自信に満ちあふれています。 

今年一年を振り返ると、４月はわくわく気分で進級したけれど、異年齢クラスでは一つ小

さい年少さんが泣いたり甘えたりしていて、一つ大きい年長さんが遊びでみんなを惹きつ

けたりお手伝いや小さい子のお世話をうまくこなし圧倒されて… 真ん中になったひまわ

りさんは、これまでの様に無邪気に振舞えず頑張りたいけれど戸惑う様子も見られました。

しかし、毎日の生活や遊び、行事を経験する中で、友だちと協力し楽しみ成功したときの達

成感や心地よさを年中児なりに味わい、一緒に経験を重ねた友だちの存在が力となりいき

いきとしていきました。もちろんそれまでの過程が大切で、自分の思いを言葉で伝えようと

したり相手の思いを聞こうとしたり。時にはぶつかってトラブルになり、そんな時はサーク

ルタイムで“みんなだったらどうかな？”と一緒に考える時間を大切にしてきました。子ども

たちから、私たちが思いもよらないような「仲間だからね！」と何とも大人っぽい、あつー

い思いがとびだして、びっくりするやら、感心するやら…。私たちが伝えたいことを感じと

ってくれていてとても嬉しくなりました。 

最近では自分たちでやりたい事を友だちと段取りまで立てて伝えに来たり、トラブルが

あれば話を聞いて『それはかわいそうやったね、でもしかたないんじゃない？』と仲裁⁈に

入ってくれたり、先のことを考えたり友だちのことを思って行動したり。私たち保育士は前

の様にあわてて介入せず、ちょっと様子を見ていよう…と見守ることも増えました。心も身

体もひまわりの様にぐんと大きくなっています。年長さんになる準備はいい感じです。今ま

での戸惑いも喜びも様々な経験を糧に年長さんに近づいていることが感じられます。憧れ

の年長さんみたいにあれもしたい！これもしたい！とやる気満々です。ほんとに活躍が楽

しみです。 

この一年、ひまわり組のみんなと喜怒哀楽を共有できたことは、私たちにとっても多くの

喜びや学びを得ることができ幸せでした。至らない点もあったかと思いますが、保護者のみ

なさまにはご理解ご協力をいただき感謝しております。本当にありがとうございました。ク

ラスが変わってもひまわり組のみんなの成長と保護者のみなさまの子育てを応援していま

す！ 
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